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福岡市における基本構想の概要
１．経緯
　平成１４年３月２８日作成
　平成１４年３月２９日公表（国土交通大臣等への送付をもって公表）
２．福岡市の概要
　人口　　　　１，３０３，２５３人　（平成１３年９月末住民基本台帳）
　世帯数　　　　　５７９，１６６世帯（平成１３年９月末住民基本台帳）
　面積　　　　　　　３４０．００Ｋ㎡（平成１３年１０月１日現在）
　高齢者数　　　　１８０，３７２人　（１３．８％） （全国平均１７．３％）
                  （平成１３年９月末住民基本台帳）
　身体障害者数　　　３４，８８３人　（　２．７％） （全国平均　２．９％）
　　　　　　　　　（平成１３年３月末身体障害者（児）手帳交付件数）
３．重点整備地区及び主要交通結節点の概要
　重点整備地区　：１１地区
　　香椎地区、貝塚地区、箱崎地区、千代吉塚地区、博多駅地区、雑餉隈地区、
　　天神赤坂地区、唐人町地区、大橋高宮地区、別府六本松地区、西新藤崎地区
　主要交通結節点：１３箇所
　　 Ｊ  Ｒ ：筑前新宮駅(21,500人)、九産大前駅(12,100人)、香椎駅(38,600人)、博多駅(194,800人)、竹下駅、笹原駅、南福岡駅(15,300人)、下山門駅(5,100人)、今宿駅(12,600人)、周船寺駅(10,600人)
　　 西  鉄 ：高宮駅(22,400人)、大橋駅(39,600人)、雑餉隈駅(18,500人)
○香椎地区    
　旅客施設：香椎駅(38,600人)、西鉄香椎駅(6,700人)
　主要施設：香椎税務署、福岡輝栄会病院
　面積　　：約１００ｈａ
　区域及び特定経路：福岡市ホームページ(http://www.city.fukuoka.jp/index.html)に　　　　　　　　　　掲載
○貝塚地区　　       
　旅客施設：貝塚駅（西鉄(17,600人)、市営地下鉄(18,500人)）
　主要施設：東警察署、貝塚病院、余熱利用施設
　面積　　：約６０ｈａ
　区域及び特定経路：福岡市ホームページ(http://www.city.fukuoka.jp/index.html)に　　　　　　　　　　掲載 
○箱崎地区　　       
　旅客施設：箱崎宮前駅(5,700人)、箱崎駅(5,500人)
　主要施設：東区役所、東保健所、県立図書館、県粕屋総合庁舎
　面積　　：約１００ｈａ
　区域及び特定経路：福岡市ホームページ(http://www.city.fukuoka.jp/index.html)に　　　　　　　　　　掲載 
○千代・吉塚地区       
　旅客施設：千代県庁口駅(8,200人)、馬出九大病院前駅(8,600人)、吉塚駅(16,100人)
　主要施設：福岡県庁、県警本部、博多保健所、県吉塚合同庁舎、博多税務署、長生園（老人福祉センター）、九大病院、千鳥橋病院、市民病院、福岡ジョブサポート（福祉作業所）、市民体育館、東公園
　面積　　：約１８０ｈａ
　区域及び特定経路：福岡市ホームページ(http://www.city.fukuoka.jp/index.html)に 　　　　　　　　　 掲載 
○博多駅地区　       
　旅客施設：博多駅（ＪＲ(194,800人)、市営地下鉄(112,200人)）、祇園駅(12,300人)、　福岡交通センター(75,000人)
　主要施設：博多区役所、博多警察署、県東総合庁舎、博多郵便局、博多井筒屋、　キャナルシティ
　面積　　：約１２０ｈａ
　区域及び特定経路：福岡市ホームページ(http://www.city.fukuoka.jp/index.html)に　　　　　　　　　　掲載 
○雑餉隈地区　       
　旅客施設：南福岡駅(15,300人)、雑餉隈駅(18,500人)
　主要施設：地域交流センター、博多南郵便局
　面積　　：約１１０ｈａ
　区域及び特定経路：福岡市ホームページ(http://www.city.fukuoka.jp/index.html)に　　　　　　　　　　掲載 
○天神・赤坂地区       
　旅客施設：天神駅（地下鉄１号線(134,800人)、３号線(83,000人)）、福岡天神駅(162,900人)、赤坂駅(27,500人)、西鉄天神バスセンター(20,000人)
　主要施設：福岡市役所、中央警察署、福岡税務署、福岡中央郵便局、中央区役所、福岡中央職安、中福岡社会保険事務所、県西合同庁舎、健康づくりセンター（あいれふ）、心身障害福祉センター、舞鶴園（老人福祉センター）、済生会病院、沼田病院、浜の町病院、アクロス福岡、少年科学文化会館、中央市民センター、中央体育館、県立美術館、福岡市民会館、舞鶴公園、大丸、三越、岩田屋、Ｚサイド、イムズ、天神コア、ビブレ、マツヤレディース、ショッパーズダイエー
　面積　　：約１９０ｈａ
　区域及び特定経路：福岡市ホームページ(http://www.city.fukuoka.jp/index.html)に　　　　　　　　　　掲載 
○唐人町地区　       
　旅客施設：唐人町駅(15,600人)
　主要施設：市民福祉プラザ、こども総合相談センター、市発達教育センター、中央養護学校、大濠公園、こども病院・感染症センター、ホークスタウン
　面積　　：約７０ｈａ
　区域及び特定経路：福岡市ホームページ(http://www.city.fukuoka.jp/index.html)に　　　　　　　　　　掲載 
○大橋・高宮地区       
　旅客施設：大橋駅(39,600人)、高宮駅(22,400人)
　主要施設：南区役所、南福祉事務所、南保健所、福岡南郵便局、南警察署、南社会保険事務所、障害者スポーツセンター、南障害者フレンドホーム、清水ワークプラザ、九州中央病院、福岡赤十字病院、アミカス
　面積　　：約１７０ｈａ
　区域及び特定経路：福岡市ホームページ(http://www.city.fukuoka.jp/index.html)に　　　　　　　　　　掲載 
○別府・六本松地区　　       
　旅客施設：別府駅(25,000人)、六本松駅(9,000人)（どちらも仮称）
　主要施設：城南区役所、城南保健所、地域共同作業所クロス、大濠公園、市立美術館、県立武道館
　面積　　：約１６０ｈａ
　区域及び特定経路：福岡市ホームページ(http://www.city.fukuoka.jp/index.html)に　　　　　　　　　　掲載 
○西新・藤崎地区       
　旅客施設：西新駅(45,100人)、藤崎駅(22,200人)、藤崎バス乗継ターミナル(5,800人)
　主要施設：早良区役所、早良保健所、西福岡税務署、西警察署、早良郵便局、福岡記念病院、福岡市総合図書館、点字図書館、市立博物館、ももちパレス、早良市民センター、西新岩田屋、ステップ福岡
　面積　　：約１７０ｈａ
　区域及び特定経路：福岡市ホームページ(http://www.city.fukuoka.jp/index.html)に　　　　　　　　　　掲載 　         
４．福岡市交通バリアフリー基本方針の概要
　福岡市では、高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律（以下、「交通バリアフリー法」という）に基づく重点整備地区と、同法第３条に基づいて定められた国の基本方針で、“１日５千人以上の利用者数がある旅客施設については、平成２２年までに原則としてすべてにエレベーターを設置するなどのバリアフリー化を実施する。”とされており、旅客施設のバリアフリー化の重要性を鑑み、１日５千人以上の乗降客があり、エレベーター設置等が必要な旅客施設及びバスやタクシーへの乗り継ぎを行う経路を含んだ箇所について主要交通結節点と位置づけ、重点整備地区の基本構想とあわせて、福岡市交通バリアフリー基本方針としている。
　事業の実施計画については重点整備地区の箇所が多く、特に鉄道駅に関しては、国や市からの助成が単年度予算で執行されることもあり、整備年度や詳細な整備内容は今後の各事業計画・実施段階で検討することとしている。
５．事業の概要
ⅰ）公共交通事業
旅客施設：施設の出入口から車両等への乗降口に通ずる経路について、段差・傾斜・勾配の改善等の移動円滑化のために必要な事業を実施する。
視覚障害者誘導用ブロック、視覚情報及び聴覚情報を提供する設備を備える。
車両等　：高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造とする。
　　　　　視覚情報及び聴覚情報を提供する設備を備える。
ⅱ）道路事業
　道路の段差・傾斜・勾配の改善、視覚障害者用誘導ブロックの敷設等の移動円滑化のために必要な事業を実施する。
　道路整備実施に際しては、主要施設のほか、ホテル、大学、高校、神社、仏閣等までの経路についても可能な限り考慮する。
ⅲ）交通安全事業
　移動円滑化のために必要な信号機、道路標識等の事業を実施する。
ⅳ）その他の事業
　公園の整備など、移動円滑化のために必要なその他の事業を実施する。
６．利用者の意見の反映
　①　福岡市交通バリアフリー整備検討会に以下の団体からメンバーが参画し、３回に　　わたって検討を行った。
     福岡市視覚障害者福祉協会         「子づれ DE CHA･CHA･CHA」   
     福岡市聴力障害者福祉協会         ガイドボランティアサークル風車   
     福岡県脊髄損傷者連合会福岡支部   福岡市民生委員児童委員協議会  
     福岡市肢体障害者福祉協会         福岡市各区町世話人連絡協議会  
     福岡市障害者関係団体協議会       福岡市七区女性協議会          
     福岡市老人クラブ連合会        
　②　パブリックコメントを以下の通り２回行った。
第１回　平成１３年８月１３日～９月１０日
　内容：重点整備地区等の選定方法及び箇所について
　媒体：市政だより（８月１日号）、シティモニターアンケート（８月６日～８月２３日）、　　　　 ホームページ掲載
　総数：２４４件
第２回　平成１３年１２月２５日～平成１４年１月３１日
　内容：地区毎の経路等について
　媒体：市政だより（１２月１５日号）、ホームページ掲載
　総数：１５件
　③　反映された主な事項
○基本方針（案）の文中、「高齢者、身体障害者等」という表現を、「高齢者、障害者、妊産婦やベビーカーを利用する方など」という表現とするよう指摘があり、指摘どおりあらためた。
○事業計画や事業実施に際して現場主義的に市民参画をすることというご意見により、「重点整備地区」や「主要交通結節点」で各事業者が各事業を計画する際には市民参画を得ることを明記した。
○通常旅客施設から徒歩で利用する“周辺施設”の追加要望に配慮し総合公園や規模の大きい商業施設の追加を行い、また、地区の再点検要望を踏まえ、全ての駅について、駅からおおむね５００ｍの範囲を再度チェックを行った。地下鉄３号線六本松駅から５００ｍの範囲から僅かに出た位置に、大濠公園や市立美術館、県立武道館があり、西からの利用者が地下鉄３号線六本松駅から、徒歩で利用する施設と考えられたため、重点的に整備する必要があり、別府地区に六本松区域を追加し、別府地区を別府・六本松地区と名称も変更。
７．法第６条第４項に定められている関係する機関との協議
　 整備検討会委員として関係機関から出席いただいている。
	連絡先：福岡市保健福祉局総務部計画課
　　　　　Tel  092-733-5344
　　　　　Fax　092-733-5587



